
表１ 改善前と改善後

公園の改善～コミュニティーガーデンをつくろう～

コミュニティーガーデンの定義

・地域住民が主体となって、地域のために場所の選定から花
壇、農作物の造成、維持管理までのすべて過程を地域住民が
責任を持って行い、自ら花や野菜を育てることで、育てる楽
しみ・収穫する楽しみ ・食べる楽しみを暮らしのなかで体
験をすることができる。

私たちが提案するコミュニティーガーデン
目標：地域の人を公園に引き込む

横川日吉児童公園

図1 現在の公園の様子

公園の模型
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現在の横川日吉児童公園は、木々で公園に射し込む光が少なく、暗い公園
である。また、遊具がさび付いたりと、設備か整っていない。

イベントスペースでは
子供たちが自由に遊ぶ等
様々な使い方がある

調理スペースでは
料理会ができる

季節の野菜や
花を植える

図2 公園の平面図

コミュニティーガーデン

コミュニティーガー
デンを地域の人に親
しみを持ってもらう
ように、コミュニ
ティーガーデンを街
並みの様に考えた。
町並みを歩く感覚と
同じように表現した。

図3 周辺ボリューム

段差を付ける
ことにより
視線が行き交う

図5 ヒアリング調査

賛成意見

・地域がかかわれる機会が増えるのが良い
・野菜を捨てなくてよい
・トイレがあるとよい
・公園に太陽が当たるのが良い
・高齢者が子供と関われるのが良い
反対意見

・樹木は切らないでほしい
・ゲートボールの場所がほしい
・管理が大変そう
・高齢者が子供と関われるのが良い
アンケートを通じてこれらの意見を集めることができた。
反対意見もあったが、過半数が私たちの提案に賛成してく
れたため、実際に横川日吉児童公園にコミュニティーガー
デンを作ることは、公園の存在価値を生み出し、地域との
関係を作る可能性があることが検証できた。

図6 公園全体の模型

光がしっかり公園内に
入っており明るい公園
になった

図7 イベントスペースで遊ぶ子供たち

休憩スペースを設けることによりコミュニケーションがとりやすくなる。

図8 休憩スぺース

表２ 栽培する野菜と花

図２には畑に番号がふられていて、その番号には表２で
示した野菜や花を栽培する。


